
（別紙３）

～ 令和8年3月2日

（対象者数） 25家庭 （回答者数） 11家庭

～ 令和8年3月5日

（対象者数） 7名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子ども同士の相互間でのやりとりや社会性の理解を促しづら

くなることもあるため、事業所内での共有や協議を密に行い

ながら、計画的な支援の実施を行いたい。

2
協議会等に課題提起し、地域格差が起こらないように協議す

る体制を構築する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
改修の実現に向けて、法人本部との協議や財源確保に向けた

コスト削減を引続き図っていく。

2

周知する場を増やし、少しずつでも様々なことが周知徹底で

きるようにしていく。

情報開示用のツールの活用を促進していきたい。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　なるなる

○保護者評価実施期間 令和8年2月16日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

トイレが1つしかなく、不便している。 水回りの改修には、多くの費用が掛かる。

ご利用される方々は基より、職員に対してもマニュアルや取組

み内容の周知が上手く図れていない。

様々なことを伝えているつもりだが、周知徹底に至れていな

い。

子ども達の権利や尊厳を大切にしながら、日々、ひとりひとり

の思いや状態に合わせた支援を行っている。

ひとりひとりの意思が尊重されるよう、柔軟性のあるプログラ

ムや対応を行えるように、できる活動の幅を広く設定してい

る。

地域の実情に合わせ、受入れ範囲の拡充を行っている。

サービスの利用が必要な児童にサービスが行き届くように、受

入れ範囲を広げ、必要なサービスが提供されるようにしてい

る。

事業所における自己評価総括表公表


